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国 語 

１  研究のテーマ 

(1)  研究のテーマ

組織的な授業改善の推進〜国語科における「指導と評価の一体化」の実現に向けた教育実践～ 

(2)  研究のねらい

 高等学校国語科において、「話すこと・聞くこと」の領域の重要性は理解されているものの、指導方

法や評価方法について悩みを抱えている教師は多い。本研究では「話すこと・聞くこと」のうち、特に

「聞くこと」に着目し、「国語表現」において、場面に応じた聴き方のポイントを探る活動が、「自分の

考えを広げたり深めたりする」力を育成することに効果的かを明らかにすることをねらった。 

２  実践事例 

(1)  単元指導計画

ア  科目名：「国語表現」

イ  単元名：「聴くこと」をとらえ直す

ウ  単元の目標

(1)  話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色について理解を深め、伝え合う目的や場面、相手、

手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解し、使い分けることができる。〔知識及び技能〕(1)イ

(2)  論点を明確にして自分の考えと比較しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を

評価するとともに、聞き取った情報を吟味して自分の考えを広げたり深めたりすることができ

る。                        〔思考力、判断力、表現力等〕Ａ(1)オ

(3)  言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が

国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする。

「学びに向かう力、人間性等」 

エ  単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

話し言葉の特徴や役割、表現の

特色について理解を深め、伝え

合う目的や場面に応じた適切

な表現や言葉遣いを理解して

いる。 ((1)イ) 

「話すこと・聞くこと」におい

て、論点を明確にして自分の考

えと比較しながら聞き、話の内

容や構成、論理の展開に注目す

るとともに、聞き取った情報を

吟味して自分の考えを広げた

り深めたりしている。(Ａ(1)

オ) 

スピーチを聴いて要点をまと

めたり、聴いたことを論述した

りする活動を通して、粘り強

く、聞き取った情報を吟味して

自分の考えを深める中で、自ら

の学習を調整しようとしてい

る。

オ  単元の指導と評価の計画 ○「記録に残す評価」

次 時 学習活動 知 思 態 
評価のポイント・ 

指導上のポイント 

１ １ ○ 動画①(入社式におけるスポーツ選手から

新入社員への激励)を視聴する。

○ 「話し手は何を伝えたかったか」「話の内容

に対して何を考えたか」について Google フ

ォームに入力する。

○ 入力した内容を共有し、意識すべき点に注

意して聴くことで考えが深まることを確認

する。

○ 比較を踏まえて「聴くこと」のポイントをワ

ークシートに書き、まとめる。

○ 生徒をＡ・Ｂグル

ープに分けて、Ａ

には事前にヒン

ト(スピーチの概

要・意識すべき

点)を示し、Ｂに

はヒントを示さ

ない。

○ 話のテーマを意

識しながら聴く
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ことが、自分の

考えを深める上

で重要であるこ

と に 気 付 か せ

る。 

２ ○ 自分たちでまとめた「聴くこと」のポイント

をグループ内で共有する。

○ 動画②(ＡＩの進化と人間の知性との関係

性に関する話題)を視聴する。

○ 「話の中心は何か」「話の内容に対して何を

考えたか」について Google フォームに入力

する。

○ 入力した内容を共有し、自分たちがまとめ

た「聴くこと」のポイントが有効だったかを

確認する。

○ 「聴いた情報を他者に正確に伝える必要が

ある場面」「聴いた情報を基に自分の考えを

深める必要がある場面」「聴いた情報に対し

て自分の意見を述べる必要がある場面」の

三つの場面について、具体的な場面と意識

するポイントをそれぞれ考える。

○ 話のテーマ、構成

を意識して聴く

よう指示する。

○ 有効だったとこ

ろはどこか、な

ぜ有効だったの

か、有効でなか

ったところはな

いか、もっとよ

く聴くためには

どうしたらよい

か等、助言する。 

○ 話を聴く場面に

応じて「聴くこ

と」の目的が変

わるということ

を確認する。

２ ３ ○ 前時までの「聴くこと」のポイントを復習す

る。

○ 三つの場面の具体的な場面と意識するポイ

ントを共有し、聴いたことについて意見を

持つためのプロセスを確認する。

○ 動画③(大学の卒業式における有名人から

卒業生への言葉)を視聴する。

○ 「話し手は何を伝えたかったか」「話の内容

に対して何を考えたか」について Google フ

ォームに入力する。

○ ○ ［知識・技能］ 

「記述の確認」Google 

フォーム

スピーチに用いられ

る表現に注意して聴

き、内容を理解してい

るかを確認する。

［思考・判断・表現］ 

「記述の確認」Google 

フォーム

聴き取った内容を踏

まえて、自分の考えを

深めた上で、意見を述

べているかを確認す

る。

○ 「正確に聴く」

ことはすべての

場面の土台とな

っていることを

確認する。
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３ ４ ○ Google フォームに入力した内容を共有す

る。

○ 単元の振り返りを行い、Google フォームに

入力する。

○ ［主体的に学習に取

り組む態度］ 

「記述の分析」Google 

フォーム

自身の「聴き方」の変

容をとらえ、今後の学

習に生かそうとして

いるかを分析する。

○ 「聴くこと」の

ポイントを意識

することによっ

て、自らを取り

巻く世界が豊か

になるというこ

と に 気 付 か せ

る。

カ  授業実践例(４時間目／４時間)

学習活動(指導上の留意点を含む) 
評価の観点 

(評価方法) 

１  本時の目標を確認する。 

(「聴くこと」のポイントを意識することによって、自らを取り巻く世

界が豊かになるということに気付かせる。) 

２  動画③(大学の卒業式における有名人から卒業生への言葉) 

視聴後の Google フォーム記入(10分)。 

問「話し手は何を伝えたかったと考えますか。」 

問「話の内容に対してあなたは何を考えましたか。」 

３  グループで共有する。 

４  代表者による全体発表を聴く。 

(教師のコメントによる価値付け) 

５  単元の振り返り記入 

問「この単元で学習した内容を踏まえて、自身の『聴くときに意識す

るポイント』にどのような変化がありましたか。」 

  問「この単元で学習した内容を、今後どのように生かせると考えます

か。」 

６  グループで共有する。 

７  代表者による全体発表を聴く。 

８  単元のまとめ 

[主体的に学習に取り

組む態度] 

「記述の点検」 

Google フォームにお

ける記述の分析 

○ 自身の「聴き方」

の 変 容 を と ら

え、今後の学習

に生かそうとし

ているかを分析

する。

研究実施校：神奈川県立大和南高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年 10月 31日(木) 

授業担当者：滝澤 亮介 教諭 

(2)  「指導と評価の一体化」の実現に向けた指導と評価のポイント

ア  研究の背景

教育現場では「話すこと・聞くこと」の領域の指導や評価について悩みを抱えている教師が多い。

「平成 27年度高等学校学習指導要領実施状況調査 教師質問紙調査（国語総合）」によれば、「『話す

こと・聞くこと』の指導で，発表や討論に向けて，話題について検討して構成や展開を工夫したり，

言葉遣いを工夫したりするなど，意図的，計画的な指導を行っていますか。」という質問に対して、

「行っている」と回答した教師は 9.6％に過ぎず、「どちらかといえば行っている」と合わせても約
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40％に留まっている(国立教育政策研究所教育課程研究センター 2015)。 

 平成 28 年 12 月 21 日の中央教育審議会答申においても、高等学校国語科の課題として次のことが

指摘されている(※下線は、筆者による)。 

高等学校では、教材への依存度が高く、主体的な言語活動が軽視され、依然として講義調の伝達型

授業に偏っている傾向があり、授業改善に取り組む必要がある。また、文章の内容や表現の仕方を

評価し目的に応じて適切に活用すること、多様なメディアから読み取ったことを踏まえて自分の

考えを根拠に基づいて的確に表現すること、国語の語彙の構造や特徴を理解すること、古典に対す

る学習意欲が低いことなどが課題となっている。(中央教育審議会 2016 p.124) 

 

高等学校の国語教育においては、教材の読み取りが指導の中心になることが多く、国語による主体

的な表現等が重視された授業が十分行われていないこと、話合いや論述などの「話すこと・聞くこ

と」、「書くこと」の領域の学習が十分に行われていないこと、古典の学習について、日本人として

大切にしてきた言語文化を積極的に享受して社会や自分との関わりの中でそれらを生かしていく

という観点が弱く、学習意欲が高まらないことなどが課題として指摘されている。(同 p.127) 

 これらの課題を踏まえ、平成 30 年改訂の「高等学校学習指導要領」(以下、「学習指導要領」とい

う)においては「話すこと・聞くこと」の授業時数が「現代の国語(標準単位数２)」で「20～30単位

時間程度」と設定された。これは平成 21 年改訂の「高等学校学習指導要領」(以下、「前学習指導要

領」という)「国語総合(標準単位数４)」の「15～25 単位時間程度」と比べて増加している。また、

前学習指導要領で標準単位数３だった「国語表現」は、学習指導要領では標準単位数４となり、「話

すこと・聞くこと」の授業時数が「40～50 単位時間程度」と設定された。 

 しかし、時間数は増えたものの、「話すこと・聞くこと」の領域の指導や評価について悩みを抱え

ている教師は依然として多いのが実情だろう。 

イ  単元設定の背景 

 平成 21 年の文部科学省委託調査によれば「授業や学習指導において心掛けていること」という質

問に対して、「児童生徒がグループで話し合い、考えなどをまとめる授業」と答えた割合を見ると、

中学校国語では 34.1％である一方で、高等学校国語では 7.3％に留まっていた(財団法人日本システ

ム開発研究所 2010)。前項で引用したとおり、中央教育審議会答申では「自分の考え」を根拠に基

づいて的確に「表現」することが課題として挙げられており、高等学校においても、話合い等を通じ

て自分の考えを適切に表現する力を育む授業が求められている。 

 では、そうした力を身に付けさせるためにはどうすればよいのだろうか。滝浪は、「『話すこと・聞

くこと』の指導を考える上で，まず他者の言葉を『聞く(聴く，訊く)』指導をいかに行っていくかが

重要である」と指摘している(滝浪 2013 p.214)。「批判的に」「問いを持って聞く」ということは、

対話や会話において「話し手だった相手に(原文ママ)，聞き手として問いかけるという立場の交替が

行われる瞬間」であるという(同 ｐ.211)。また、神田は「『聞くこと』の能力を向上させることは、

『話すこと』『読むこと』の能力向上にも繫がっていく」と指摘している(神田 2019)。 

 本研究では「自分の考えを広げたり深めたりする」力を育成するために、「聞くこと」に着目して

授業づくりを行うこととした。聴くという行為の実践を通して、聴いたうえで自分の考えを深められ

るよう、「どのように聴いたらよいか」という問いに主体的に向き合う姿勢を育成することを目指し

た。 

 なお、研究授業は「国語表現」で行ったが、より汎用性を高めるため、必修科目である「現代の国

語」でも実践できる授業内容となるように工夫した。汎用性が高まれば、多くの教師にとって実践し

やすい授業となり、今年度の研究テーマである「組織的な授業改善」に繋がると考える。それぞれの

科目における「聞くこと」に関する指導事項は、学習指導要領では表１のように設定されている(※

下線は、筆者による)。 
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表１ 解説(付録４)〔思考力，判断力，表現力等〕「話すこと・聞くこと」 

 現代の国語 国語表現 

話題の設定 ア 目的や場に応じて，実社会の中か

ら適切な話題を決め，様々な観点

から情報を収集，整理して，伝え

合う内容を検討すること。 

ア 目的や場に応じて，実社会の問題

や自分に関わる事柄の中から話

題を決め，他者との多様な交流を

想定しながら情報を収集 整理し

て，伝え合う内容を検討するこ

と。 

情報の収集 

構造と内容の把握 エ 論理の展開を予想しながら聞き，

話の内容や構成，論理の展開，表

現の仕 方を評価するとともに，

聞き取った情 報を整理して自分

の考えを広げたり深めたりする

こと。 

オ 論点を明確にして自分の考えと

比較しながら聞き，話の内容や構

成，論理の展開，表現の仕方を評

価するとともに，聞き取った情報

を吟味して自分の考えを広げた

り深めたりすること。 

精査・解釈 

考えの形成  カ 視点を明確にして聞きながら，話

の内容に対する共感を伝えたり，

相手の思いや考えを引き出した

りする工夫をして，自分の思いや

考えを広げたり深めたりするこ

と。 

共有 

ウ  指導と評価の一体化 

 評価には「指導に生かす評価」と「記録に残す評価」がある。授業内で行った生徒の活動をすべて

「記録に残す評価」にしようとすると、いわゆる「評価疲れ」が起こりやすくなってしまう。単元の

中で、どの活動を「記録に残す評価」の材料とするのか、精査することが重要である。本研究におい

ては、生徒に三つの動画を視聴させ、ワークシート★１～８、Google フォーム問１～８の計 16問に

回答させたが、「記録に残す評価」の対象は、各観点につき１～２問のみとした(表２・３)。 

表２ ワークシート記載の設問★１～８ 

 ワークシートの設問 

指導に

生かす

評価 

記録に

残す 

評価 

★１ 動画①の話を聴いて、メモを取りましょう。 

(以下はＡグループのみ) 

・ これからある会社の入社式で、有名人がしたスピーチを聴きます。 

・ 話し手が何を伝えたいのかを意識して聴き、それに対して自分の考

えを書いてもらいます。 

○ 

 

★２ 動画②の話を聴いて、メモを取りましょう。 ○  

★３ 動画③の話を聴いて、メモを取りましょう。 ○  

★４ 「聴くうえで必要なこと」について考えましょう。 

※ 生活の中で話を「聴く」場面を具体的に挙げて、その時に必要なポ

イントをまとめてみましょう。(個人で／グループで) 

○ 

 

★５ 動画②では経済学者の成田さんと将棋棋士の羽生さんの対談動画を見

てもらいます。自分たちで考えた「聴く」時に意識するポイントを参考

に、どのように「聴く」のかを書きましょう。 

○ 

 

★６ 動画②の話を聴いたうえで、★４・★５で考えたことは有効でしたか？

またさらに良くするにはどうすればいいですか？(個人で／グループ

で) 

○ 

 

★７ 場面ごとに考えてみましょう。 

・ 聴いた情報を他者に「正確に伝える」必要がある場面 

(具体的場面／意識するポイント) 

○ 
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・ 聴いた情報を基に「自分の考えを深める」必要がある場面 

(具体的場面／意識するポイント) 

・ 聴いた情報に対して「自分の意見を述べる」必要がある場面 

(具体的場面／意識するポイント) 

★８ 動画③ではお笑いタレントであり、小説家である又吉直樹さんが近畿大

学の卒業式でスピーチをした動画を見てもらいます。これまでの授業の

中で確認してきた「聴く」時に意識するポイントを参考に、どのように

「聴く」のかを書きましょう。 

○ 

 

自己

評価 

・ 「聴くこと」のポイントについて考え、理解することができた。 

・ 「聴くこと」のポイントを意識して話を聴き、自分の考えを深める

ことができた。 

・ スピーチを聴く上でのポイントを自ら考え、それを踏まえて話を聴

こうとすることができた。 

(※１～４の４段階評価。３段階にすると自己評価が中央に偏ってしま

い、見取りがしにくいため) 

○ 

 

表３ Google フォームでの問１～８ 

 

Google フォームでの問い 

指導に

生かす

評価 

記録に

残す 

評価 

問１ (動画①を聴いて)話し手は何を伝えたかったと思いますか。 ○  

問２ (動画①を聴いて)話の内容に対してあなたは何を考えましたか。 ○  

問３ (動画②を聴いて)話の中心は何だったと考えますか。 ○  

問４ (動画②を聴いて)話の内容に対してあなたは何を考えましたか。 ○  

問５ (動画③を聴いて)話の中心は何だったと考えますか。 
 

○ 

［知・技］ 

問６ (動画③を聴いて)話の内容に対してあなたは何を考えましたか。 
 

○ 

［思・判・表］ 

問７ この単元で学習した内容を踏まえて、自身の「聴くときに意識するポイ

ント」にどのような変化がありましたか。 
 

○ 

［態］ 

問８ この単元で学習した内容を、今後どのように生かせると考えますか。 
 

○ 

［態］ 

 Google フォームの問２・４・６では共通して「話の内容に対してあなたは何を考えましたか。」と

いう設問を設定した。これは「聴くポイント」を意識して聴けるようになることに比例して、動画を

視聴して考えた内容が深まっていくことを実感しやすくするのがねらいである。 

 また、指導と評価の一体化を目指して、生徒に「知識・技能」「思考・判断・表現」の評価規準(ル

ーブリック)を事前に提示した(表４)。ルーブリックの事前提示は、生徒にとっては何を意識して取

り組めばよいかあらかじめ知ることができ、教師にとっては評価の妥当性・信頼性の担保や負担の軽

減が見込めるというメリットがある。 

表４ ［知識・技能］及び［思考・判断・表現］のルーブリック評価 

 知識・技能 思考・判断・表現 

問いの内容 
問５ (動画③を聴いて)話し手は何を

伝えたかったと考えますか。 

問６ (動画③を聴いて)話の内容に対し

てあなたは何を考えましたか。 

優れている 

(Ａ) 

話し言葉や表現に注意して聴き、内容

を深く理解している。 

聴き取った内容をよく吟味し、それを

踏まえながら、自分の考えを広げたり

深めたりして、意見を述べている。 

良い 

(Ｂ) 

話し言葉や表現に注意して聴き、内容

を理解している。 

聴き取った内容を踏まえて、自分の考

えを広げたり深めたりして、意見を述

べている。 

改善が必要 話し手の言葉や表現に注意して聴くこ 聴き取った内容を踏まえずに、意見を
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(Ｃ) とが不十分で、内容を十分に理解でき

ていない。 

述べている。 

 一方で、生徒がルーブリックに書かれている以上のことをしようとしなくなる、事前に想定できて

いなかったような回答に対する評価に制約がかかるなどのデメリットもある。「主体的に学習に取り

組む態度」では、ルーブリックのデメリットがより大きく作用するのではないかと考え、今回はルー

ブリックの作成を見送り、評価規準の文言のみを示すこととした(表５)。しかし、「主体的に学習に

取り組む態度」の評価方法にこそ悩みを抱えている教師も多いため、ルーブリックの作成の是非も含

めて今後の検討課題としたい。 

表５ ［主体的に学習に取り組む態度］の評価規準 

 主体的に学習に取り組む態度 

問いの内容 問７ この単元で学習した内容を踏

まえて、自身の「聴くときに意

識するポイント」にどのような

変化がありましたか。 

問８ この単元で学習した内容を、今

後どのように生かせると考え

ますか。 

評価規準 スピーチの要点を聴き取り、自分の考えを広げたり深めたりして「聴くときに

意識するポイント」を見直そうとしている。 

エ  Google フォームの設問に対する生徒の回答の分析 

 初めに生徒をＡ・Ｂ二つのグループに分け、Ａグループには事前にスピーチの概要や意識すべき点

をヒントとして提示し、Ｂグループには示さずに動画①を視聴させた。これは、この後の「話し手は

何を伝えたかったか」「話の内容に対して何を考えたか」という質問(＝Google フォーム問１・２)に

対して、ポイントを意識して聴いたＡグループの方がよりよく答えられる、ということに気付かせる

ことがねらいであった。ところが、実際にやってみると、Ａ・Ｂグループの回答に特に違いは見られ

なかった(表６ 生徒の回答は原文のまま。以下同じ)。今回授業を行った大和南高等学校では「国語

表現」が自由選択であったため、国語に対する関心が比較的高い生徒が多かったことが要因の一つと

考えられる。 

表６ Google フォームでの問１・２における生徒の回答(一部抜粋) 

生徒の

回答 
Ａグループ Ｂグループ 

問１ ・仲良しでやるチームは強くならない。そ

れぞれの苦手を補い合えるチームになっ

て欲しい。 

・社会人になったら、仲が良い人だけと関

わるとうまくいかないこともあるから、

自分をサポートしてくれる仲間とも関わ

り、自分の得意なことをしっかりとのば

していく。 

・社会人は大変なこと 自分の得意なこと

は伸ばしていき自分の苦手なことは補い

つつ相手とレベルを上げていく サポー

トすることが仲間ではない 

・手助けしてくれるのが仲間ではなく自分

の苦手なところを補いつつお互いに競

い、成長するような集団になって欲しい 

問２ ・確かに仲良しこよしでやっているチーム

に強いチームはないなと思った。 

・社会人になったら、仕事ができないと回

りから嫌われたり、首になってしまうか

ら、自分をサポートしてくれる人は大切

だと改めて思いました 

・社会人は大変だと思った。社会にでたら

責任がついてくるから頑張ろうと思った 

・社会にはもちろんきちんとすることが大

切だけれども、たまには気を緩めるよう

な口調でわざと話すのも大事というのを

聞いて、確かにその通りだなと思いまし

た。 

 生徒の回答を見ると、話し手が伝えたかったこと(問１)については一定程度理解できている生徒が

多いものの、それを踏まえて自分の考えを持つこと(問２)はあまりできていないことが分かった。こ

れを踏まえて、生徒によりよく聴くうえで必要なポイントを考えさせ、そのポイントを踏まえて動画

②を視聴させた。「話の内容に対して何を考えたか」という質問(＝Google フォーム問４)に対しては、

自分の経験を踏まえて答えている生徒がいる一方で、動画の内容に対する表面的な感想に終始してい

まい、「自分の考えを広げたり深めたりする」という目標を達成できていない生徒が多かった(表７)。 
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表７ Google フォームでの問４における生徒の回答(一部抜粋) 

問４ 生徒の回答  

自分の経験を踏ま

えて答えている例 

・「他人を見ての成長は、多少実力が近しくないと起きない」という話の中で、

「実力があまりにも離れすぎていると現実味がなく成長しようと思わな

い」という点について、確かに自分も興味ある事柄で凄い人を見ても、尊敬

の気持ちはあれど、こうなりたいと努力までできないだろうな、と感じま

した。 

動画の内容に対す

る感想に終始して

いる例 

・今後自分が携わる仕事もＡＩによって無くなるのかと思って少し心配にな

った。 

・ＡＩの進化スピ−ドは速くて、すこしずつできることが増えているけれど、

人間は進化スピードが遅く、どんどんＡＩに負けていくんじゃないかなと

思いました。 

・人間は肉体的にライオンなどの動物には負けるが、知能的には高いので負

けることがなかった。それがアレルギーとなっているというのを聞いてだ

からＡＩの進化に対して恐怖感を抱くのかと学ぶことができました。 

・たとえ追い抜かされてもある程度の距離を保ち続ければいい競争相手にな

る。...とは言っても羽生さんが勝てないとなると、もう我々はＡＩに淘汰

される道しかないのでは？と思ってしまう 

 問４で「自分の考えを広げたり深めたりする」ことができていない生徒が多かったことを受けて、

聴くことのポイントについて改めてスライドを用いて共有した。場面によって注意すべきポイントが

異なることを確認したうえで、動画③を視聴させた。「話の内容に対して何を考えたか」という質問

(＝Google フォーム問６)では、問４に比べると、動画の内容をもとに自分の経験と結び付けたり、

批判的な意見を述べたりすることができた生徒が多く見られた(表８ ※下線は、筆者による。以下

同じ)。 

表８ 問６における生徒の回答 

・ 私は又吉さんのスピーチを聞いて「一度思い描いているビジョンを疑うことが大切」という発

言に共感しました。私がその話を聞いて真っ先に思ったことは、中学生の頃の体験でした。当

時私は書道教室に通っておりその教室は三ヶ月に一回階級試験というものがありました。当

時の階級は１段であり作品に自信を持ちすぎてしまって過信しすぎていました。結果は階級

は変わらず、私はそのまま落ち込んでしまっていました。そのビジョンを疑うということをも

しあのときにしておけば次へ次へと突き進んでいたのかなと今後悔しています。このような

後悔をしないように生きていきたいと思っています。 

・ このスピーチの映像は初めて見たが、「辛いことの先には必ず良いことが待っている」という

言葉は凄く心に響きました。又吉さんは、「人生は思い通りにはいかない」と語っていました

が、自分は思い通りにいかないとは考えないようにしています。思い通りにするためにはどう

すれば良いか、また、良くない事が起きてもどういった形で自分自身を鼓舞していくか、励ま

していくかを考えています。自分の考え方次第で方向性は変わったとしても、物事はすべて上

手くいくと思っています。 

・ 私も高校に入って予想外すぎる出来事があり、それが今とても私を苦しめる結果になってし

まっているが、環境のせいにしたり、自分の現状を把握して卒業する頃には大和南に来てよか

ったと思えるように過ごしていきたい。しんどい事があった時に良いことが起こる前兆だと

思えば確かに心は楽になるかもしれないが、自分の現状を把握することから逃げてしまう場

合もあると思う。 

(凡例) 

・ 自身の経験と結び付けている部分 

・ 話の内容に対して批判的に述べている部分 

 また、問７における生徒の回答を見ると、生徒自身も「聴き方」の変化や深まりを実感しているこ

とが見て取れる。（表９）  
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表９ 問７における生徒の回答 

・ はじめは人の話は目を見てある程度話の内容を理解して賛成か反対かの意見を持てればいい

と思っていたけど、話を聞く中で納得できることとそうでない部分を聞き取ったり、自分の体

験や経験に繋げて考えることが大切だと思った。それは考えの幅を広げることに繋がると思

った。話を聴くという場面にあった「意識するポイント」があると知り、場面ごとに使い分け

できるようになった。 

・ 話し手の体験を聴いて、自分の体験と重ね合わせて考えることを意識することができた。ま

た、前までは、少しでも重要だと思ったものを書いていたから、メモが間に合わない時があっ

たけど、接続語に特に気をつけて聞いて書くことで、メモを書く時間を短縮することができ

た。 

・ 学習当初は、話し手がどのようなことを述べているのかと考えるだけでした。しかし、話し手

の伝えたい内容が聞き手の私達に対してどのような影響があり、その影響や共感点が自分の

生活や経験に関わりをどう持たせているのか考えながら聞き取ることができた。 

・ 話し手の伝えたい内容を正確に把握することは前から意識できていたと思う。それに加えて、

自分自身の経験や体験とのつながり、身の回りへの影響などを考えながら聞くことができる

ようになったと思う。より深く内容を理解できるようになった。今までは、肯定的にしか話を

聞いたことがなかったけど、疑ったり反対意見を持ちながら聞くことで、自分の考えがさらに

広がったり、深まったりするのかなと思った。聴くことは簡単なことのように思えるけど、い

ろいろなことを意識したり考えながら聞いたりすると、難しいことにもなると思う。 

 今回学習したことを今後どのように生かすか尋ねた問８では、具体的な場面を想定できている生徒

が複数見られた。さらに、聴くことについて意識することが自分の考えをもって話すことにもつなが

るという気付きを述べている生徒もいた(表 10)。 

表 10 問８における生徒の回答 

・ 私は、保育士になりたいと考えているため、月の制作物の意見交換や会議で、「共感できるこ

ととそうでないこと」、「疑問に思ったこと」などを話を聞きながら考えたり、電話では「電話

の相手が伝えたい内容を正確に把握すること」など社会の中で生かせると考えました。 

・ 話し手の伝えたい内容を正確に把握するというポイントは、これからの授業や講演会といっ

た場で必要なのは勿論、大学での講義や社会に出てからの場でも最重要なことだと考える。こ

れをベースとして、その内容と自分の思い描いている考えや経験を絡めていき、そこから生じ

る疑問などから新たな考え方を見つけ出せるように生かしたいと考えました。 

・ 今後、進路など大事な話を聞かなければいけない場面が増えていくので、重要そうな話だけを

頭の中にいれるのではなく、話全体をしっかりと理解し、相手が何を言いたいのか理解できる

ようにしていきたいと思いました。また、今度は聞くだけでなく、前に立って話なさなければ

いけない立場にもだんだんなってくると思うので、今回学んだことを生かして話の内容を組

み立てていけると良いなと感じました。 

・ 今まででもスピーチや発表などしてきたけど、話し手の伝えたい内容をなんとなくで理解し

て終わっていた。けれど、これから自分は就職して会議など仕事に支障を出してしまわないよ

うに話し手の内容をしっかり理解し、自分の考えも相手に伝わるように説明できるようにし

ていきたいと思った。 

・ 人の話や意見を聴くときはもちろん、自分の意見を考え述べるときにまず自分自身に話しか

け客観的に聴くことで、聞き手はどのように受け取るのか、しっかりと伝わるのか考えること

ができるので、聴き方を理解することは、自分の考えや意見を話す時にもつながると思いまし

た。 

(凡例) 

・ 具体的な場面を示している部分 

・ 自分の考えを持って話すことにつながるという内容が読み取れる部分 

 以上のことから、今回の授業実践を通して、「自分の考えを広げたり深めたりする」という単元の

目標を一定程度達成することができたといえるだろう。  
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オ  ワークシートの設問に対する生徒の回答の分析 

 動画①～③を視聴した際のメモ(★１～３)を見ると、生徒のメモの取り方にも変容が見られた。例

えば図１に示した生徒の場合、★１では「転起を少し話す」、「新入社員に向けてのエール述べてる」

(原文ママ)など、話の具体的な内容をメモすることができていなかったが、授業を進めるにしたがっ

てメモの量が増えるとともに内容も具体的になっている。★３では「人生は予想通りにいかない→実

感として感じたこと」などと、聴いた内容のうち重要だと思ったことを具体的にメモするとともに、

「辞めた→自分に対しての自負心が強い？？」、「無駄なことも乗り越える→良いことが起こるための

ふり(？)」など丸印や矢印などの記号を自分なりに工夫しながら、自分の考えも合わせてメモするこ

とができている。 

 聴くときのポイントを考える設問(★４・７)でも生徒の意識の変容が見られた(表 11)。★４では

態度や姿勢だけしか意識していない生徒や、漠然とした内容を答える生徒が多かったが、★７では具

体的な場面を想定してポイントを考えることができた。 

表 11 ワークシート記載の設問★４・７における生徒の回答(一部抜粋) 

生徒の

回答 

 

★４ ・ 相手の目を見る。あいづちを打つ。反応する。表情を変える。うなずく。返事をす

る。 

・ 目上の人から聴く時は、態度や姿勢良く。 

・ 人が話している時は、話し手が何を伝えようとしているのかを考えながら、話し手

の目、あるいは説明している所を見て聞く。 

・ 話し手が何を言いたいのか。話の要点は何か。 

・ 否定しないで最後まで聞く。 

・ 自分の意見を持ちながらきく。 

・ (先生に当てられたとき)自分に何を聞かれているのか 

・ (相談を受けるとき)原因や相手の気持ちを考える 

★７ ・ (部活での伝達のとき、学校から言われた事を親に伝達するとき、電話を受けるとき、

図１ ワークシート記述例 
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会議の内容を会議に参加していない人に伝えるとき)重要な事を間違えないように

覚える。キーワードを押さえる。話し手の伝えたい内容を正確に把握する。主観情

報を入れない。 

・ (授業やスピーチを聴くとき、裁判を第三者として見ているとき)自分自身の経験や

体験とのつながりはないか考える。自分の身の回り(今後も含め)どのような影響が

あるか考える。 

・ (話合いのとき、面接のとき、相談を受けるとき)何かを提案しているのか、自分の

思いを伝えたいのか、事実を説明したいのか。共感できるところや納得できないと

ころはどんなところか。話を聞く中で疑問に思ったことはなにか。 

 以上のように、ワークシートの記述からも、「自分の考えを広げたり深めたりする」という目標を

一定程度達成することができたといえるだろう。 

カ  研究協議の内容と今後の課題 

(ｱ) 生徒の様子について 

 研究協議では良かった点として、生徒が「聴く際に意識すること」について段階を踏みながら考えを

深めていったことで、「内容を正確に聴き取り、自分の考えを深める」ことができていたことが挙げられ

た。 

 課題として挙げられたのは、授業後の生徒インタビューで「(自分の考えを持つために)他人の意見に

流されないように意識した」という回答が出されたことである。自分の考えを持とうとするあまり、「私

は私、あなたはあなた」という意識になってしまうと、結果として「自分の考え」は広がったり深まっ

たりしなくなってしまう。 

 さらに、生徒インタビューでは「今後聴く力をどのように生かせるか」という問いに対して、動画の

内容から得た教訓を回答してしまう生徒が多かった(例：「動画で予期していないことは日々起こると言

っていたので、自分への期待をしすぎずにコツコツ努力しようと思った」)。この問いは聴き方について

のまとめの問いであったため、授業内で補足が必要だったとの指摘があった。また、聴く時のポイント

として、発言者の動作、声の抑揚や間のとり方等にばかり着目していた生徒もいたので、国語の授業と

しては話の展開や接続詞等により意識を向けさせる必要があったのではないか、との意見も出された。 

(ｲ) 指導事項について 

 指導事項については、「現代の国語でも実践できる内容であり、どの教師でも、どの学校でも実践でき

る授業であった」との指摘があった。これは、汎用性を高めて「組織的な授業改善」につなげようとい

う本研究の目的が一定程度実現できたものといえるだろう。一方で、「現代の国語」と「国語表現」の指

導事項の相違点についても論点となった(表 12)。今回の授業実践においては話の中心がどこにあるかを

掴んだうえで、自身の考えを述べられている生徒が多く見られたことから、「論点を明確にして」という

部分は達成できたものと考えられる。しかし、「聴き取った情報を吟味する」という段階までは到達でき

ていなかったのではないか、という意見もあった。 

表 12 ［思考・判断・表現］「話すこと・聞くこと」指導事項の比較 

現代の国語 国語表現 

エ 論理の展開を予想しながら聞き，話の内容や

構成，論理の展開，表現の仕方を評価するとと

もに，聞き取った情報を整理して自分の考え

を広げたり深めたりすること。 

オ 論点を明確にして自分の考えと比較しながら

聞き，話の内容や構成，論理の展開，表現の

仕方を評価するとともに，聞き取った情報を

吟味して自分の考えを広げたり深めたりする

こと。  

(ｳ) 評価方法について 

 評価方法については、「指導に生かす評価」として生徒の様子や提出物から生徒の現状を把握し、フィ

ードバックを行ったことで、生徒が何を意識すべきかが理解でき、「自分の考えを深める」という目標を

達成することに繋がったとの指摘があった。一方で、今回のねらいに到達していない生徒に対し、自分

の経験を関連付けたり、考えを広げたりするための問い(例「～～という例えが出てきましたが、そのよ

うな経験をしたことがありますか」、「話し手に反論するとしたら、どんな意見を言いますか」等)を追加

する必要があったという意見が出された。さらに、自分の考えを書かせた後に、自身で分析させてメタ

認知させることも有効ではないか、という提案もあった（表 13）。 
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表 13 自己分析の例 

今回のスピーチで、○○さんは「喉が渇いているときに飲む水はおいしい」ということを言ってい

ました。私もそれに共感します。つらいときこそ、それを乗り越えたときの達成感は大きいからです。

例えば、私は部活動で、～～という経験をしました。 

 また、○○さんは「自分のビジョンを疑うのも大切」と言っていました。確かにその通りとは思う

のですが、私は自分の意志を貫くことも大事だと考えます。 

 さらに、今回のスピーチを聞いていて、私は自分のことを「～～」と思っていましたが、周りの人

からはどのように見えているのかが気になりました。自分が認識している自分と、他人が認識してい

る自分を比較すると、新しい発見があるかもしれないので、今度友人に聞いてみたいと思います。 

(凡例) 

・話者の意見、引用   ・話者に共感・納得したこと    ・話者への反論・批判 

・自身の実体験     ・共感でも批判でもない、自分独自の第三の意見 

 また、「ウ 指導と評価の一体化」で述べたとおり、「主体的に学習に取り組む態度」の評価について

は議論を深める必要がある。ルーブリックの作成の是非も含めて、今後の検討課題である。 
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